
そ
の
他
、
各
機
関
の
取
り
組
み
内
容

湖
北
圏
域
水
害
・
土
砂
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
協
議
会

資料４-１

１



◆
長
浜
市
：
市
内
河
川
の
常
時
監
視
、
地
域
防
災
力
向
上
な
ど

◆
米
原
市
：
湖
北
地
域
水
防
訓
練
の
開
催
、
土
地
利
用
規
制
の
取
組
な
ど

◆
長
浜
土
木
：
平
成

30
年
度
の
河
道
整
備
・
改
修
事
業
の
成
果

◆
木
之
本
支
所
：
平
成

30
年
度
の
河
道
整
備
・
改
修
事
業
の
成
果

◆
流
域
治
水
政
策
室
：
村
居
田
地
区
、
虎
姫
地
区
の
取
組
、
簡
易
量
水
標
ほ
か

◆
砂
防
課
：
土
砂
災
害
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
構
築
ほ
か

そ
の
他
、
各
機
関
の
取
り
組
み
内
容

1 

２



取
組
内
容

１
）
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

①
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

■
水
害
・
土
砂
災
害
危
険
性
の
周
知

危
険
性
周
知
が
必
要
な
箇
所
に
、
簡
易
量
水
標
を
順
次
設
置
す
る

●
一
級
河
川
米
川
の
常
時
水
位
監
視
の
実
施

長
浜
市

取
組
概
要

設
置
イ
メ
ー
ジ

・
平
成
３
０
年
度
に
米
川
に
水
位
監
視
装
置
を
設
置
し
、
台
風
２
１
号
時

な
ど
の
風
水
害
時
に
遠
隔
監
視
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
水
防
体
制
が

整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
設
置
の
効
果
、
必
要
性
等
を
検
証

の
う
え
、
米
川
を
は
じ
め
と
す
る
短
期
間
で
の
体
制
整
備
が
必
要
な

河
川
へ
の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
計
画

・
短
期
間
の
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
、
一
級
河
川
で
あ
る
米
川
は
市
街
地
を
流
れ
て
い
る

た
め
局
地
的
、
短
時
間
で
変
化
が
現
れ
る
こ
と
に
よ
り
越
水
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
米
川
の
水
位
デ
ー
タ
を
常
時
監
視
す
る
こ
と
で
、
急
激
な
水
位
の
上
昇

が
起
き
た
場
合
で
も
、
迅
速
に
水
防
体
制
が
と
れ
る
よ
う
に
水
位
監
視
装
置
を
整
備

し
た
。

・
米
川
に
水
位
計
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
水
位
を
常
時
監
視

・
水
位
設
定
を
３
段
階
設
定
す
る
こ
と
が
可
能

・
設
置
水
位
に
達
し
た
場
合
、
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
自
動
発
信

・
米
川
の
水
位
が
上
昇
し
天
端
か
ら
６
０
㎝
に
達
し
た
と
き

※
気
象
予
報
が
出
る
、
出
な
い
に
関
わ
ら
な
い

…
連
絡
を
受
け
た
時
か
ら
３
０
分
以
内
に
現
着
が
で
き
る
体
制

・
米
川
の
水
位
が
さ
ら
に
上
昇
し
天
端
か
ら
40
㎝
を
超
し
た
と
き

…
現
地
に
集
合
し
、
土
の
う
設
置
作
業
開
始

2

【
実
施
箇
所
】
米
川
（
長
浜
市
神
前
町
2-
23
）

満
水
位
（
12

0c
m
）

満
水
ま
で

40
cm

満
水
ま
で

60
cm

現
状
の
水
位

最
新
の
水
位

※
10
分
間
隔
で
デ
ー
タ
更
新
さ
れ
ま
す
。

※
天
端
か
ら
の
距
離
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
出
動
判
断
基
準
】

水
位
監
視
画
面
（
Ｈ
Ｐ
）
イ
メ
ー
ジ

水
位
計
断
面
図

水
位
計
先
端
部

　
３



取
組
内
容

２
）
的
確
な
水
防
、
土
砂
災
害
防
止
活
動
の
た
め
の
取
組

①
水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

■
水
防
・
土
砂
災
害
に
関
す
る
広
報
の
充
実

自
主
防
災
組
織
の
体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る
（
組
織
の
育
成
や
立
上
げ
サ
ポ
ー
ト
等
）

●
地
域
防
災
力
向
上
の
取
組

長
浜
市

取
組
概
要

取
組
の
様
子

地
域
防
災
力
の

強
化
の
推
進
を
継
続
し
て
い
く

・
災
害
図
上
訓
練
に
つ
い
て
は
、
平
成
3
1年

度
は
３
連
合
4
6自

治
会

で
実
施

予
定

・
防
災
出
前
講
座
、
草
の
根
防
災
体
制
育
成
事
業
補
助
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
実
施
予
定

今
後
の
計
画

・
今
年

度
の
地

域
防
災
力

の
向

上
、
自

主
防
災
組
織
の
体
制
づ
く
り
の
主
な
取
組

①
災
害

図
上
訓

練
②
防
災

出
前
講

座
③
草
の
根
防
災

体
制
育
成

事
業

補
助

【
①
災
害
図
上
訓
練
】

・
地
域
の
状
況
や
特
性
に
応
じ
た
「
地
区
別
防
災
マ
ッ
プ
」
や
「
地
区
別
避
難
計
画
」
を

作
成
成
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
協
働
に
よ
る
災
害
時
応
急
体
制
の
確
立
に
よ
り

地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
。
（
平
成
2
4
年
度
よ
り
実
施
）

⇒
４
地
域
で
4
1
自
治
会
に
対
し
て
訓
練
を
実
施
。
累
計
3
9
3
自
治
会
。

【
②
防
災
出
前
講
座
】

・
防
災
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
地
域
防
災
力
の
向
上
を

め
ざ
す
。

⇒
7
2
団
体
で
実
施
。

【
③
草
の
根
防
災
体
制
育
成
事
業
補
助
】

・
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
お
よ
び
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

、
自
治
会
等
の
災
害
時
応
急
資
機
材
購
入
、
備
蓄
食
料
品
購
入
、
避
難
啓
発
、
防

災
訓
練
実
施
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
。

⇒
1
2
0
件
、
1
0
4
自
治
会
に
補
助
金
交
付

3

災
害
図
上
訓
練
の
様
子

木
之
本
連
合

(H
30

.6
.2

8)

備
蓄
食
料
品
の

購
入

災
害
図
上
訓
練
の
様
子

高
月
連
合

(H
30

.7
.3

)

　

４



取
組
内
容

５
）
減
災
・
防
災
に
関
す
る
取
組
お
よ
び
支
援

■
そ
な
え
る
対
策
の
実
施

特
に
リ
ス
ク
の
高
い
地
区
で
は
、
水
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
（
と
ど
め
る
対
策
）
の
取
組

を
実
施
す
る
。

●
土
の
う
、
排
水
ポ
ン
プ
等
の
水
防
資
機
材
の
設
置

長
浜
市

取
組
概
要

設
置
イ
メ
ー
ジ

・
平
成
30
年
7月

豪
雨
を
は
じ
め
、
長
浜
市
に
影
響
を
与
え
た
4回

の
台
風

で
は
、
米
川
の
土
の
う
や
止
水
板
の
設
置
を
地
元
自
治
会
等
と
協
力

し
行
っ
た
。
ま
た
、
中
浜
の
排
水
ポ
ン
プ
に
お
い
て
も
、
7月

豪
雨
等

で
地
元
自
治
会
が
水
防
活
動
に
利
用
さ
れ
た
。

今
後
も
、
劣
化
が
早
い
土
の
う
を
随
時
更
新
し
、
大
規
模
河
川
を
は
じ

め
中
小
河
川
や
側
溝
の
越
水
に
対
応
す
る
た
め
の
資
機
材
配
備
を

行
っ
て
い
く
。

今
後
の
計
画

・
自
治
会
等
を
中
心
に
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
水
防
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
一
級

河
川
高
時
川
、
姉
川
お
よ
び
米
川
沿
い
の
特
に
水
害
の
リ
ス
ク
が
高
い
地
区
に
対
し

、
近
隣
の
公
共
施
設
や
自
治
会
等
の
水
防
施
設
に
土
の
う
、
排
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
止

水
板
等
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
職
員
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
平
成

3
0年

度
新
規
採
用
職
員
水
防
研
修
会
を
開
催
し
、
土
の
う
づ
く
り
実
技
研
修
で
作
成

し
た
土
の
う
を
配
置
し
ま
し
た
。
、

・
土
の
う
（
平
成
29
年
度
は
、
北
部
振
興
局
管
内
に
設
置
）

長
浜
市
役
所
浅
井
支
所
、
び
わ
支
所
、
虎
姫
支
所
、
湖
北
支
所

【
高
時
川
、
姉
川
沿
い
】

中
浜
自
治
会
水
防
倉
庫
【
姉
川
沿
い
】

金
屋
公
園
（
金
屋
）
、
市
米
川
水
防
倉
庫
（
神
前
栄
）
【
米
川
沿
い
】

・
排
水
ポ
ン
プ

中
浜
自
治
会
（
平
成
30
年
6月

2
7日

覚
書
締
結
）

鶴
見
ポ
ン
プ

TE
D2
-
80
R（

汚
水
対
応
）

１
台

・
止
水
板
、
水
防
資
機
材

市
米
川
水
防
倉
庫

4

土
の
う
設
置
写
真
（
米
川
）

【
実
施
箇
所
】

米
川
水
防
倉
庫

　
５



取
組
内
容

２
）
的
確
な
水
防
、
土
砂
災
害
防
止
活
動
の
た
め
の
取
組

①
水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

■
水
防
・
土
砂
災
害
防
止
訓
練
の
充
実

３
）
氾
濫
水
の
排
水
、
浸
水
被
害
軽
減
に
関
す
る
取
組

■
排
水
施
設
・
排
水
資
機
材
の
運
用
方
法
の
改
善
お
よ
び
排
水
施
設
の
整
備
等

●
湖
北
地
域
水
防
訓
練
の
開
催
、
●
琵
琶
湖
開
発
施
設
管
理
連
絡
会
へ
の
出
席

米
原
市

5

＜
湖
北
地
域
水
防
訓
練
の
開
催
＞

本
格
的
な
出
水
期
を
前
に
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
水
防
活
動
の
円
滑
な
活
動

を
期
す
べ
く
、
水
防
思
想
の
普
及
、
水
防
体
制
の
強
化
お
よ
び
水
防
技
術
を
習
得

す
る
た
め
の
訓
練
を
、
滋
賀
県
、
長
浜
市
、
米
原
市
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
た
。

１
日

時
平
成
30
年
5月

2
0日

（
日
）
8:
30
～
1
1:
0
0

２
会

場
米
原
市
梅
ヶ
原
（
米
原
駅
東
口
県
・
市
有
地
）

３
参
加
機
関

滋
賀
県
、
長
浜
市
、
米
原
市
、
近
畿
地
方
整
備
局
琵
琶
湖
河
川
事
務
所

米
原
市
消
防
団
、
米
原
市
自
治
会
、
長
浜
市
消
防
団
、
湖
北
地
域
消
防

本
部
、
社
団
法
人
滋
賀
県
建
設
業
協
会
（
長
浜
支
部
、
伊
香
支
部
）

４
訓
練
概
要

水
防
工
法
訓
練
（
講
師
：
水
防
専
門
家

 
永
正
光
氏
）

・
積
土
の
う
工
、
月
輪
工
、
釜
段
工
、
水
の
う
工

外

＜
琵
琶
湖
開
発
施
設
管
理
連
絡
会
へ
の
出
席
＞

洪
水
時
の
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
琵
琶
湖
開
発
施
設
の
操
作
お

よ
び
維
持
管
理
全
般
に
つ
い
て
関
係
機
関
が
連
絡
を
密
に
し
、
円
滑
な
管

理
の
実
施
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
連
絡
会
を
開
催
し
て
い
る
。

１
関
係
機
関

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
琵
琶
湖
開
発
総
合
管
理
所
湖
北
管
理
所

滋
賀
県
長
浜
土
木
事
務
所
、
湖
東
土
木
事
務
所
、
長
浜
市
、
彦
根
市

米
原
市

２
内
容

琵
琶
湖
開
発
施
設
や
内
水
排
除
の
概
要
、
洪
水
時
警
戒
体
制
等
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
で
確
認
を
行
っ
た
。
併
せ
て
米
原
排
水
機
場

見
学
を
行
っ
た
。

＜
米
原
排
水
機
場
写
真
＞

　

６



今
後
の
計
画

取
組
概
要

制
限
内
容

取
組
内
容

５
）
減
災
・
防
災
に
関
す
る
取
組
お
よ
び
支
援

■
適
切
な
土
地
利
用
の
促
進

土
地
利
用
規
制
の
取
組
を
実
施
す
る

●
琵
琶
湖
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
の
取
組

米
原
市

・
当
該
地
区
計
画
は
、
知
事
協
議
を
経
て
、
本
年
４
月
中
旬
に
も
決
定
告
示
の
見
込
み

・
地
区
計
画
決
定
の
後
、
開
発
許
可
を
受
け
て
、
造
成
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定

米
原
駅
の
南
西
約
0.
7㎞

に
位
置
す
る
入
江
干
拓
内
の
農
地
約
5,
00
0㎡

の
区
域
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
に
て
地
区
計
画
を
定
め
、
民
間
事
業
者
の
分
譲
宅
地
開
発
を
認
め
る

に
当
た
り
、
当
地
区
が
水
防
法
に
基
づ
く
琵
琶
湖
洪
水
浸
水
想
定
区
域
内
で
、
想
定
浸

水
深
が
約
4.
3ｍ

（
想
定
ピ
ー
ク
水
位

B.
S.
L
.＋

2
.6
ｍ
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
想
定
最

大
規
模
降
雨
に
よ
り
琵
琶
湖
洪
水
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
水
害
に
よ
る
甚
大
な

被
害
を
回
避
で
き
る
よ
う
、
開
発
行
為
お
よ
び
建
築
物
に
関
す
る
制
限
を
定
め
た
。

6

【
取
組
箇
所
】

(
１

)
開

発
行
為
に
お
け
る
地
盤
面
の

高
さ
は

、
開
発
区
域

の
周
辺
の
土
地
の
地
形

お
よ

び
利

用
の

態
様
等

に
照
ら
し
て
や
む
を

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合

を
除
き

、
原

則
、
琵

琶
湖
基
準
水
位
＋
1
.
5
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。

(
２

)
前

号
に
よ
る
や
む
を
得

な
い
と

認
め
ら
れ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
開
発
行
為

に
お

け
る
地
盤
面

と
琵
琶
湖
の

洪
水
浸
水
想
定
水
位

と
の
高
低
差
を
３
メ
ー
ト
ル

未
満

と
す
る
。

た
だ
し

、
宅
地

ま
た
は

建
物
の

売
買
等
に
お
い
て
、
宅
地
建
物
取

引
業

者
は

、
売
買

の
相
手
方
等

に
対
し
て
、
当
該
地
区
の
想
定
浸
水
深
お
よ
び
洪

水
浸

水
想
定
区
域

に
関

す
る
情
報

を
提
供
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
３

)
居

住
の

用
に
供

す
る
建
築
物
は

、
１
以
上
の
居
室
の
床
面
ま
た
は

避
難
上
有

効
な

屋
上
の
高

さ
を
琵
琶
湖
の

洪
水
浸
水
想
定
水
位
以
上
と
す
る
。
ま
た

、
想
定

水
位

以
下
の
部
分

は
、

安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
耐
水
化
対
策
を

行
う
よ

う
努

め
る
も
の
と
す
る

。

【
イ
メ
ー
ジ
】

地
区

計
画

案
区

域
図

琵
琶

湖
洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
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取
組
内
容

４
）
河
川
管
理
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
事
項

■
堤
防
等
河
川
管
理
施
設
の
整
備
（
洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
）

■
決
壊
ま
で
の
時
間
を
少
し
で
も
引
き
延
ば
す
堤
防
構
造
の
工
夫

●
平
成
3
0
年
度
の
河
道
整
備
・
改
修
事
業
の
成
果

長
浜
土
木

7　

８



取
組
内
容

４
）
河
川
管
理
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
事
項

■
堤
防
等
河
川
管
理
施
設
の
整
備
（
洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
）

■
決
壊
ま
で
の
時
間
を
少
し
で
も
引
き
延
ば
す
堤
防
構
造
の
工
夫

●
平
成
3
0
年
度
の
河
道
整
備
・
改
修
事
業
の
成
果

木
之
本
支
所

8　
９



取
組
内
容

１
）
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

①
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項
／
■
水
害
・
土
砂
災
害
危
険
性
の
周
知

２
）
的
確
な
水
防
、
土
砂
災
害
防
止
活
動
の
た
め
の
取
組

①
水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項
／
■
水
防
・
土
砂
災
害
に
関
す
る
広
報
の
充
実

自
主
防
災
組
織
の
体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る
（
組
織
の
育
成
や
立
上
げ
サ
ポ
ー
ト
等
）

５
）
減
災
・
防
災
に
関
す
る
取
組
お
よ
び
支
援
／
■
そ
な
え
る
対
策
の
実
施

●
米
原
市
村
居
田
地
区
に
お
け
る
避
難
体
制
の
検
討
支
援

●
長
浜
市
虎
姫
地
区
に
お
け
る
避
難
施
設
の
配
置
検
討

●
簡
易
量
水
標
の
設
置
（
高
時
川
落
合
橋
）

流
域
治
水
政
策
室

長
浜
土
木

米
原
市
村
居
田
地
区
に
お
け
る
避
難
体
制
の
検
討
支
援

・
自
主
防
災
会
に
つ
い
て
水
害
に
対
す
る

体
制
等
を
検
討

・
避
難
優
先
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
全
世
帯

で
水
平
避
難
を
実
施

・
要
配
慮
者
と
支
援
可
能
者
の
関
係
付
け

（
案
）
を
提
示

・
住
民
お
よ
び
自
主
防
災
会
の
水
害
時
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
策
定

・
次
年
度
以
降
は
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

結
果
を
反
映

（
６
回
の
Ｗ
Ｇ
を
実
施
）

長
浜
市
虎
姫
地
区
に
お
け
る
避
難
施
設
の
配
置
検
討

・
平

成
30
年

7月
豪
雨
に
て
逃

げ
遅
れ
に
対
応

し
た
避
難
施
設

の
重
要
性

を
再
認
識

・
虎

姫
地

区
に

お
い
て
、
地
先
の

安
全
度
マ
ッ
プ
（
1
/
20
0
）
の
最
大
浸
水
深
３

ｍ
超
過

の
エ

リ
ア

を
対

象
に
、
逃
げ
遅
れ
の

場
合
で

も
想

定
避
難
者
数
全
員

を
受
け
入

れ
る

こ
と
の
で
き
る
施
設

配
置
と

規
模
を

検
討

■
住
民
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

簡
易
量
水
標
の
設
置
（長
浜
市
落
合
町
：
高
時
川
落
合
橋
）

・
落
合
町
自
治
会

の
要
望
を
受
け
、

簡
易
量
水
標
を

設
置

・
過
去
の
洪
水
の

最
高
水
位
ﾗｲ
ﾝ

を
付
記

設
置
対
象
の
橋
梁

高
時
川

姉
川

高
時
川

姉
川

　

１
０



取
組
内
容

１
）
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

■
水
害
・
土
砂
災
害
危
険
性
の
周
知

危
険
性
周
知
が
必
要
な
箇
所
に
、
簡
易
量
水
表
を
順
次
設
置
す
る

●
簡
易
量
水
標
の
設
置
（
高
時
川
、
瀬
谷
川
）

流
域
治
水
政
策
室

木
之
本
支
所

10

設
置
地
点
①

高
時
川

（
井
明
神
橋
）

設
置
地
点
②

瀬
谷
川

（
無
名
橋
）

設
置
地
点
③

瀬
谷
川

（
鳥
居
前
橋
）

瀬
谷
川

設
置
地
点
①
高
時
川
（
井
明
神
橋
）

右
岸
橋
脚
に
設
置

設
置
地
点
②
瀬
谷
川
（
無
名
橋
）

右
岸
護
岸
に
設
置

設
置
地
点
③
瀬
谷
川
（
鳥
居
前
橋
）

右
岸
護
岸
に
設
置

瀬
谷
川

瀬
谷
川

　
１
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取
組
内
容

５
）
減
災
・
防
災
に
関
す
る
取
組
お
よ
び
支
援
（
流
域
治
水
条
例
に
係
る
取
組
を
含
む
）

■
そ
な
え
る
対
策
の
実
施

●
水
害
・
土
砂
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
概
要

流
域
治
水
政
策
室

木
之
本
支
所

11
重
点
地
区
位
置
図菅
並
地
区 大
見
地
区

石
道
地
区

馬
上
地
区

菅
並
地
区
で
の
取
組
状
況

H
3
0
.
1
0
.
1
5
 
ま
ち
あ
る
き

H
3
0
.
1
1
.
2
6
住
民

W
G
（

取
組
み

内
容
に
つ
い
て

）
・

地
区

の
浸
水
3
D
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

作
成

・
ま
る
ま
ち

看
板

の
設
置

・
防
災

マ
ッ
プ
の

更
新

大
見
地
区
で
の
取
組
状
況

H
3
0
.
9
.
1
 
水

害
図

上
訓

練

石
道
地
区
で
の
取
組
状
況

H
3
0
.
6
.
3
0
 
 
役
員

W
G
（

避
難
計
画

・
量
水
標
設
置
位
置

の
検
討

）
H
3
0
.
1
2
.
8
 
住
民
説
明
会
（
取
組

み
内
容

に
つ
い
て
）

・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

検
討

・
簡
易
量
水
標

の
設
置

（
3箇

所
）

・
水
位
関
係

の
整
理
（

高
時
川

：
井
明
神
橋

、
八
ヶ
井

）
・

水
害

・
土
砂
災
害

に
強
い
地
域

づ
く
り

計
画

（
案
）

の
作
成

馬
上
地
区
で
の
取
組
状
況

H
3
0
.
9
.
1
6
 
 
役

員
W
G
（
避
難

所
の

選
定
）

H
3
0
.
1
0
.
8
 
図

上
訓

練
（
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
作

成
）

H
3
0
.
1
0
.
2
8
 
ま

ち
あ

る
き

H
3
0
.
3
.
1
4
 
 
役

員
説

明
会
（

取
組
み

内
容
に

つ
い

て
）

・
家

屋
測

量
・

浸
水

警
戒

区
域
（

素
案
）

の
作

成

水
害
図
上
訓
練
の
取
組
状
況

ま
ち
あ
る
き
の
実
施
状
況

地
区
の
浸
水

3D
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

役
員

W
G
の
実
施
状
況

住
民
説
明
会
実
施
状
況

図
上
訓
練
の
実
施
状
況

ま
ち
あ
る
き
の
実
施
状
況
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取
組
内
容

１
）
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

①
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

■
洪
水
時
に
お
け
る
河
川
管
理
者
か
ら
の
情
報
提
供
等
（
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
構
築
）

・
土
砂
災
害
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
構
築
す
る

●
土
砂
災
害
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
構
築

砂
防
課

彦
根
地
方
気
象
台 12

彦
根
地
方
気
象
台
と

砂
防
課
が
協
議
し
、

発
表
決
定 1
0
分
～
1
5
分
程
度

土
砂
災
害
警
戒

情
報
の
発
表

土
砂
災
害
発
生
危

険
基
準
線
（
C

L）
超
過

リ
ー
ド
タ
イ
ム
2
時
間

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

・
彦
根
地
方
気
象
台
と
砂
防
課
が
協
議
し
、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
の
発
表
が
決
定
し
た
時
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施

早
期
の
避
難
勧
告
等
発
令
判
断
に
活
用

・
平
成
3
0
年
6
月
2
5
日
付
け
に
て
、
各
市
町
長
と
砂
防
課
長
と

の
連
絡
体
制
を
策
定
・
通
知
し
運
用
開
始

市
町

平
成
3
0
年
度
の
実
施
回
数

長
浜
市

3

米
原
市

3
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取
組
内
容

１
）
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

①
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

■
水
害
・
土
砂
災
害
危
険
性
の
周
知

・
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
や
基
礎
調
査
の

結
果
を
公
表
し
、
周
知
す
る
。

●
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
区
域
指
定

砂
防
課

13

平
成
1
5
年
公
表
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
を
完
了

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
指
定
箇
所
数

市
町

平
成
3
0
年
度

合
計

警
戒
区
域

特
別
警
戒
区
域

警
戒
区
域

特
別
警
戒
区
域

長
浜
市

3
0

2
9

7
2
3

5
2
8

米
原
市

1
2

9
2
4
0

1
6
4

合
計

4
2

3
8

9
6
3

6
9
2
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